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○ ○
○ ○ ○ ○

使用教科書 使用副教材

教　科  科　目 単位数 年次・コース 教　科　担　任

芸　術 美術Ⅰ 2 １年次 石川　潤

日本文教出版　　高校生の美術１ なし

科　目　の　目　標 道徳教育のねらい
中学校美術での学習を踏まえ、美術の幅広い活動を通して、美術を愛好する心情を
育てるとともに、生涯にわたり美術を学び親しむための基礎を養うことを目標とす
る。

芸術を愛好し、美を探究する過程で、自然
への感謝と生物に対する尊敬の念を持ち、
他を思いやる心を育てる。

評価の観点

導入・美術Ⅰオリエンテーション
油彩オリエンテーション・練習
油彩画①
鑑賞
油彩画②

主体的学習 基礎力 思考・分析力

育てたい６つの力（資質・能力）

学習活動内容
発信・表現力 自他認知・協働力 計画実行力

1 2 3 4 5

○
思考・判断・表現 ◎ ◎ ◎

知識・技能 ○ ◎ ○

○

○ ○ ○
○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ◎ ○

評価の方法

次の資料をもとに観点別評価によって総合的に評価する。
授業での取組 作品 発表 鑑賞

主体的に取り組む態度 ◎

○
○

○

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

美術や美術文化を幅広く理解し、創

造的な表現に必要な技能を身に付

け、表現方法を工夫して表している

感性や想像力を働かせて主題を生成

し、創造的な表現の構想を練ってい

るか

美術の文化を理解し、意欲的・主体

的に授業に取り組んでいるか

合評



美術Ⅰ　授業計画

４月 美術オリエンテーション

　

　

前

　
　

期

６月 静物画（ビンのある静物）

　７月

８月

　９月 鑑賞（名画から学ぶ）

　

　 10月 風景画

12月

１月 自画像

２月

３月

後

１月 美術館鑑賞

期

　

　　授　業　計　画 実　施　状　況

　
月

（時
数）

単元・考査等
（配当時数）

学習のねらい
学習内容

（配当時間）

単元
実施
時数

実施反省

18

2

8

油彩オリエンテーション 2

・プリント、教科書による解説

（２）

・油彩画についての基礎的な

知識や作品についてを学ぶ

・制作の流れについて理解す

る

・油彩画の基礎知識

・道具について

・参考作品から技法を知る（２）

・基本的なモチーフであるリ

ンゴをグループで制作し、そ

れを通して油絵の具の使い方

や表現技法を学ぶ

・準備，後片付けについて（１）

・下描き，彩色（７）

18

2

11月

・本物の絵画や彫刻に触れ、

そのよさを知るとともに美術

を愛する心情を育てる

・函館美術館を訪問し、学芸員の方

からの解説を受け、作品を鑑賞する

（２）

・あらかじめ用意した複数の

モチーフをグループで囲み制

作する

・油彩画の技法を用いて、

・下描き，彩色（１6）

・合評会（２）

2・過去から現在に至るまで遺

されてきた巨匠たちの作品に

ついての興味を深め、美術を

愛好する心情を育てる

・教科書や画集からそれぞれの感性

に合った作品を探し、その作者につ

いてや作品の時代背景などについて

調べ、グループで発表する。

18

５月 静物画（練習）

・自画像をモチーフとし、

様々な名画の色彩やタッチを

参考に油彩画を制作すること

で、作者の思いや表現技法を

学び取り、技術の習得を目指

・人物画オリエンテーション（1）

・デッサン（1）

・下描き，彩色（14）

・合評会（２）

・学校の敷地内の植物や建物

などを観察し、油彩画を制作

することで、対象の色や形を

細部まで感じ取り、作品に生

かす事を目指す。

・芸術の分野のひとつである

美術についての考え方、取り

組み方を理解する

・風景画オリエンテーション（1）

・デッサン（1）

・下描き，彩色（14）

・合評会（２）


